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　我が国の国際的諸活動の進展に伴い、現在、約４万人
の子供たちが海外の「日本人学校」「補習授業校」で学ん
でいます。海外で暮らす子供たちが日本国民としてふさわ
しい教育を受けられるよう、文部科学省ではこれらの在外
教育施設に対して、文部科学大臣の委嘱に基づき、現職
派遣教師、シニア派遣教師、プレ派遣教師を派遣してい
ます。
　文部科学省では、例年 4 月から 6 月頃、新たに在外教
育施設に派遣する教師の募集を行っています。日本とは異
なる教育環境において、日本人学校等の中核となって教
育活動を行う経験は国内では体験できない貴重な機会とな
ります。熱意ある方の積極的な応募をお待ちしております。
御参考として令和 4 年度及び 5 年度在外教育施設派遣教
師の募集案内を次ページに掲載しております。御興味・関
心がございましたら、次ページの募集案内及び文部科学
省ウェブサイトを御覧ください。

１．現職派遣教師
　各都道府県・指定都市教育委員会、国立大学法人及び
学校法人に所属している教師を原則２年間（評価及び派遣
元教育委員会等の了承等に応じて最大４年間）、派遣教師
として在外教育施設に派遣しています。
　在外教育施設に派遣される教師は、長期の研修出張扱
いとなります。派遣期間中は所属元から支払われる給与に
加えて、文部科学省から在勤手当及び旅費が支給されま
す。
　現職派遣教師については、各都道府県教育委員会等か
ら文部科学省に推薦いただくため、詳細は所属の教育委
員会在外教育施設派遣教師事務担当等までお問い合わせ
ください。

２．シニア派遣教師
　義務教育諸学校の教師等の職を退職した方、又は派遣
される年度の前年度末までに退職予定の教師を原則２年間

（評価等に応じて最大４年間）、シニア派遣教師として在外
教育施設に派遣しています。派遣期間中は文部科学省か
ら在勤手当及び旅費が支給されます。
　在外教育施設においては、多様な学習方法・内容を通
じた教育活動の充実が望まれており、多くのシニア派遣教
師がその豊富な経験を生かして活躍しています。

３．プレ派遣教師
　将来日本国内で正規採用教諭を目指す方を原則２年間

（評価等に応じて最大４年間）、プレ派遣教師として日本人
学校に派遣します。派遣期間中は文部科学省から在勤手
当及び旅費が支給されます。また、教員採用試験受験の
ため、一年度中一回に限り、国費による日本への一時帰
国が可能です。
　プレ派遣教師は、日本人学校における日々の実践力向
上のための指導等を通じ、帰国後は教育現場の即戦力と
して活躍することを期待しています。
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在外教育施設派遣教師の募集について
国際教育課在外教育施設教職員派遣係



我が国の国際的諸活動の進展に伴い、現在、約4万人の子供たちが海外の「日本人学校」「補習

授業校」で学んでいます。海外で暮らす子供たちが日本国民にふさわしい教育を受けられるよう、

文部科学省ではこれらの在外教育施設へ教師を派遣しています。

（日本人学校： 94校［49か国１地域］、補習授業校：42校［13か国］）

この度、令和4又は5年度に在外教育施設に派遣する

○ 在外教育施設派遣教師（現職の教師（国公私立）が対象）
○ 在外教育施設シニア派遣教師（退職教師（予定を含む）が対象）
○ 在外教育施設プレ派遣教師（将来日本国内で正規採用教諭を目指す方が対象）

の募集を行います。

世界で学ぶ日本の子供たちにはあなたの力が必要です！

御応募お待ちしています。

在外教育施設派遣教師募集
令和4・5年度

特に教頭職又は中学数学、
理科の免許状をお持ちの方
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①日本人学校：海外において我が国の教育関係法令に準拠して、国内の小学校、中学校等にお
ける教育と同等の教育を行うことを目的とする全日制の在外教育施設。

②補習授業校：現地校、国際学校などに通学している日本人の子供に対し、国内の小学校、中
学校の一部の教科（国語、算数（数学）が中心）について授業を行う在外教育施設。

派遣
期間

原則として2年間（※本人が派遣期間の延長を希望する場合には、評価及び派遣元教育委員
会等の了承等の条件に応じて2年を限度として1年ごとの延長が可能です。）
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①現職教師
・各都道府県・指定都市教育委員会等は5月～6月に域内で募集及び選考を実施し、文部科学省へ
推薦を行います。

・詳細は、所属の教育委員会や学校長にお問合せください。

②シニア ・ プレ派遣教師
・4月中旬に文部科学省ホームページにて募集を開始します。
・希望する方は、ホームページの内容を御確認いただき文部科学省国際教育課へ直接応募してく
ださい。
・シニア派遣教師は国庫補助の対象となる同伴家族の範囲を広げる計画です。（詳細は裏面）
・プレ派遣教師はより多くの方が応募できるよう応募資格等を見直しています。（詳細は裏面）
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・長期出張という身分取扱いである派遣教師に対して、給与及び諸手当は、それぞれの所属先
が支給します。（現職派遣教師）

・文部科学省は、在外教育施設における教育の実施を委嘱することに伴い、赴任・帰国のため
の旅費、海外生活の特殊性を考慮した在勤手当を派遣教師に支給します。

6月13日 シニア・プレ派遣教師応募締切
※現職派遣教師は所属の教育委員会等にお問合せください

7月～8月 面接試験
12月頃 令和４年度派遣教師内定者として決定
1月中旬 内定者等研修会
2月下旬 令和４年度派遣教師として決定、令和５年度登録者として内定、選考結果通知
4月上旬 渡航
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現職派遣教師：所属の教育委員会在外教育施設派遣教師事務担当
主管課等、文部科学省Webサイト

シニア・プレ派遣教師：文部科学省Webサイト
(http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet)

今回からの主な変更（予定）点

［現職派遣教師、シニア派遣教師］
「夫婦派遣枠」（近隣の在外教育施設がある学校それぞれの学校へ、大規模校については当該
校へ派遣教師としての資格を持つ夫婦を同時に派遣）の創設

［シニア派遣教師］
国庫補助の対象となる同伴家族の対象を拡充予定（配偶者→配偶者＋18歳未満に達する日以後
の最初の3月31日までの間にある子） ※予算の状況等によっては変更となる場合があります

［プレ派遣教師］
応募要件の緩和
• 勤務経験として民間教育機関での集団経験も考慮
• 年齢制限の緩和（原則29歳以下→概ね29歳以下）
• 正規教諭としての採用経験のある者も応募可能
• 派遣期間の変更（原則1年間、最大3年間まで延長可→原則2年間、最大4年間まで延長可）

①公立学校所属の教師：教育公務員特例法第22条第3項に基づく長期の研修出張と
しています。文部科学大臣は研修出張という身分取扱いを受けた教師に対し、在外
教育施設における教育に従事することを委嘱し、派遣教師はその委嘱に基づき、教
育業務に専念しています。

②私立学校所属の教師：公立学校教師と同様に出張という身分取扱いを受けた教師
に対し、在外教育施設における教育の実施を委嘱しています。

③シニア・プレ派遣教師：文部科学大臣の委嘱を受けて、派遣される在外教育施設
の学校運営委員会（管理運営の主体）の下に所属する職員です。

④旅券の取扱：文部科学大臣からの委嘱に基づき派遣される教師及びその同伴家族
に対しては、一部の国・地域を除いて公用旅券（国の用務により渡航する者に対し
て発給される旅券）が発給されます。
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応募に関する情報


